
 

 

 

 

自分で考え、行動できる人へ・・・ 

早いもので７月を迎え、夏休みまであと３週間となりました。６月は梅雨らしい天気が続く中、各地

で大雨や台風、震度６を観測する地震が続きました。また、東京都内の小学校では音楽準備室から

火災が発生する事故もありました。いつ、どこで災害や事故が起こるかわからない今だからこそ、 

改めて「自分の命を守るためにどう行動するか」を一人ひとりが考えることの大切さを感じています。 

学校では、避難訓練や日々の生活を通して、安全について学ぶ機会を大切にしています。しかし、

本当に大切なのは、「誰かに言われて動く」のではなく、「今、自分はどう行動すればよいか」を

自分で考え、判断し、行動できる力 です。 

まもなく始まる夏休みは、子どもたちがさまざまな体験を通して成長できる貴重な時間です。  

「失敗は成功のもと」少しぐらいの失敗を恐れず「自分で考え、自分で決めて、やってみる気持ち」

を育てるために、ご家庭でも次の３つのポイントを意識してみませんか。 

① 「どうする？」と問いかける 

「早くやりなさい」ではなく、「今日は何から始める？」「どうしたい？」と問いかけ、 

自分自身でスケジュールを決めさせます。 

② 失敗も成長のチャンスにする 

自分で決めた結果、思い通りにいかなかった経験も大切な学びです。 

「次はどうしたらうまくいくかな？」と、一緒に考えるきっかけにします。 

③ 結果だけでなく、挑戦したこと（プロセス）を認める 

「できた・できなかった」だけではなく、「自分で決めたね」「最後までやってみたね」と、 

その過程をたくさん褒めてあげてください。それが子どもたちの自信や次への意欲につながります。 

この夏休みが、「自分で考え、自分で行動できた」という成功体験を積み重ねる時間になるとと

もに、熱中症や水の事故、交通事故等に十分気を付けて、心も体も元気いっぱい過ごせる時間にな

ることを願っています。 

 

「安全」について再確認をお願いします 

６月１０日（水）風水害を想定した引き渡し訓練にご参加いただきありがとうござ

いました。今回の訓練を機に、教職員間でも災害時の対応について改めて確認を

行いました。同じ「引き渡し」でも、風水害 と 大規模地震（震度５弱以上）で

は、対応が異なりますので、保護者の皆様もご確認をお願いします。 

【風水害の場合】 

気象情報をもとに、学校で状況を判断し、必要に応じて引き渡しを実施します。 

引き渡し開始時刻を確認いただき、各教室までお迎えをお願いします。 

【震度５弱以上の大地震の場合】 

通信手段が不通となることが想定されます。 

①学校からの連絡（すぐーる）の有無に関わらず、お迎えをお願いします。 

②教職員が、児童の安全確認を行うため、発災後３０分は、校庭で待機をお願いします。 

③引き渡し開始の合図（アナウンス）の後、基本的には各教室で引き渡しを行います。 

 

災害はいつ起こるか分かりません。いざという時に落ち着いて行動できるよう、各ご家庭でも対応

について話し合っていただければと思います。９月の PTA運営委員会より、災害時の防災備蓄品

購入に向けて動き始める予定です。今後の最新情報（PTA運営委員会だより等）もお見逃しなく。 

大鋸の 
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７月行事予定      
日 曜

日 
行事予定 日 曜

日 
行事予定 

１ 水 SCすぐーる定期連絡 委員会活動③ 
FLT 不審者侵入訓練 

17 金 １学期終業式 

２ 木 FLT ICT  個人面談③ 
PTA運営委員会 
10：30「ごきげん大鋸カフェ」対話の場 

18 土 遊びのひろば（AM） 
夏季休業（～８月３１日） 

３ 金 FLT 個人面談④ 19 日  

４ 土 遊びのひろば（AM）  20 月 海の日 

５ 日  21 火  

６ 月 SC  個人面談予備日 22 水  

７ 火  23 木  

８ 水 SC ICT 1・2年おはなし会 
３年スーパーマーケット見学 
期末事務処理日（４時間授業） 

24 金  

９ 木 ３年スーパーマーケット見学 
期末事務処理日（４時間授業） 

25 土  

10 金  26 日  

11 土  27 月  

12 日  28 火  

13 月 SC  ICT 29 水  

14 火 ６年ライフセービング教室 30 木  

15 水 SC  3・4年おはなし会 給食終了 31 金  

16 木     

＊ SC…スクールカウンセラー来校、FLT…外国語指導講師来校、ICT・・・ICT支援員来校 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
「自らの体験を通して 伸びようとする子どもの育成」 

 
【めざす子どもの姿】 
◆元気な子     … 自己効力感を高め、自分の成長を実感する子 
◆よく考える子   … 自分で考え判断し、学びを深め高める子 
◆ねばり強い子   … 自分と向き合い、ねばり強く取り組む子 
◆思いやりのある子 … 自分や友だちを認め、大切にする子 

 

《スローガン》 
笑顔がいっぱい！「ごきげん」な 大鋸小 

９月の主な行事予定 

１日（火）２学期始業式 

３日（木）給食開始 

３０日（水）６年日光修学旅行 

～１０月１日（木） 

          

 

 
 
今年度も、PTA主催の対話の場を年に３回計画していただきました。毎回、午前 

10時３０分から図工室で行っています。  
 
今回のテーマは「学校・PTA のハテナを解消しませんか？」  
学校や PTA活動について、「こんなこと聞いてもいいのかしら？」「学校に電話す 
るほどではないけれど・・・という保護者の方の素朴な疑問などを語り合います。 
この企画も４年目を迎えました。もっと多くの保護者の方に気軽に来ていただきた 
い、顔と顔がわかる関係を築いてほしい、広げてほしい、そしてもっと学校を知ってほ 
しいという思いで続けています。ぜひお気軽にご参加ください。（予約不要です。） 

 



「通知表」について 

 

◆形について 

大鋸小学校の「通知表」は、学期ごとに「渡しきり」の形となっています。１学期は、表紙等も含め

た A３版二つ折りでお渡しします。２学期と３学期については、学習や生活の様子のみを記載した  

A４版１枚の配付となります。 ２学期以降の通知表は、１学期に配付する A３判の通知表の中に、 

ご家庭ではさんだり貼ったりして、保管をお願いします。 

◆所見欄について 

３学期については、一人ひとりの様子について、がんばっていることや課題、今後も大切にしてほし

いことなどを「所見欄」に記載します。１学期と２学期については、その学期の全体的な取り組みを

学年ごとに統一して記載します。一人ひとりの学習や生活の様子は、個人面談で丁寧にお伝えいた

します。 

◆評価について 

「通知表」の評価については、学習指導要領に示されている、※３観点に沿い、各教科のねらいに

即して、児童個々の習得状況を評価しています。 

評定については、１年生・２年生が２段階（「できた」「もう少し」）。３年生から６年生については、

３段階（「よくできた」「できた」「もう少し」）になっています。学校としては、「できた」を学習の目標

としているため、標準の達成基準は「できた」とし、特に優れている場合のみ、「よくできた」といたし

ます。 

 

評価の方法は、テストをはじめ、ノートやプリント、授業中の発言内容、課題に取り組む様子等、総

合的に評価をしていきます。テストの点数だけで判断することはありません。授業中など日ごろの学

習のあり方がとても大切であることを子どもたちに伝えています。また、学習活動の様子や学校での

様子など、学期ごとに子ども達にも説明しながら渡します。子どもたちは、○の数などで一喜一憂し

てしまうことがありますが、決して人と比べるものではなく、自分のことを振り返る機会として

とらえています。子どもたちの努力を認め励まし、やる気を高めるものと考えておりま

す。ご家庭でもお子さんの励みになるような言葉かけをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「通知表」について 

※３観点 

〈知識・技能〉 「何ができるか」 

各教科において習得すべき知識や技能を身につけ、他の学習や日常生活の場面において「活

用」できるようになっているか。 

〈思考・判断・表現〉  「どのように使うか」 

生活の中で知識・技能を活用して課題を解決するために、必要な思考力・判断力・表現力が身

についているか。  

〈主体的に学習に取り組む態度〉  「自己調整」と「粘り強さ」 

知識・技能を習得したり、思考力・判断力・表現力等を身につけたりすることに向けた粘り強い取

り組みの中で、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど、自らの学習を

調整しながら学ぼうとしているか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢市教育文化センター 教育文化講演会  

探究する心を育てるために 
～身近な疑問が出発点に～ 

なぜ鳥たちは群れをつくるのでしょう。インコはなぜ、人間の言葉

をまねするのでしょう。私たちが普段、何気なく見ているスズメやツ

バメやカラスなどの身近な鳥たちも、その生活を深く知れば知るほ

ど、分からないことがいっぱい出てきます。 

さて、探究することそのものを楽しむ心は、どのように育んでいけ

ばよいのでしょう。鳥の研究の第一人者である、日本野鳥の会会長・

立教大学名誉教授の上田先生のお話から一緒に考えていきましょう。 

と き  8 月１９日（水）14:00～16:00 

（入場無料 手話通訳有） 

ところ  湘南台文化センター 市民シアター 

定 員  ６00 人 

申込方法 二次元コードもしくは電話 

申込み  7 月２４日（金）～8 月５日（水） 

申込フォーム（二次元コード）より 

電話 Tel（50）8300 

受付 平日 8:30～17:00 

［講師］ 上田 恵介 氏 

 

動物行動学・進化生態学・鳥類学を専門と

し、環境問題の研究にも取り組んでいらっし

ゃる第一人者です。野鳥を知ることを通じ

て、自然全体を知ることの大切さ、守ること

の重要さ、そして自然の生態系の仕組みなど

を広く伝えています。研究者としての豊富な

経験から語られるお話は、やわらかくわかり

やすい解説として、「NHK ラジオ子ども科

学電話相談」や、テレビ番組「ダーウィンが

来た」でもおなじみです。 

 

おはようボランティア、東町パトロール隊、 

スクールガードリーダーのみなさま 


